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現
在
の
観
光
業
界
の
大
き
な
課
題
の

一
つ
は
、
「
人
材
不
足
」
だ
。
今
後
の

成
長
を
目
指
す
う
え
で
優
秀
な
人
材
の

確
保
が
欠
か
せ
な
い
。
今
回
の
特
集
の

テ
ー
マ
は
「
観
光
関
連
の
大
学
・
専
門

学
校
」
。
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
学
校
の

学
生
た
ち
は
、
旅
行
会
社
や
旅
館
・
ホ

テ
ル
な
ど
の
専
門
知
識
を
学
び
、
そ
こ

で
働
く
こ
と
を
夢
見
て
い
る
。
明
日
の

「
観
光
」
を
担
う
有
為
な
人
材
を
輩
出

す
る

校
を
紹
介
す
る
。

経験豊富な教授陣による最先端の観
光教育

江
戸
川
大
学
外
観

崎
本
教
授

観光事業を現場で学ぶインター
ンシップ・プログラムが充実

立
教
大
学
は

年
以
上
に

わ
た
り
、
日
本
の
観
光
教
育

お
よ
び
観
光
研
究
を
リ
ー
ド

し
続
け
て
き
た
。
宿
泊
、
旅

行
、
交
通
、
自

治
体
な
ど
、
観

光
に
関
わ
る
幅

広
い
分
野
で
Ｏ

Ｇ
、
Ｏ
Ｂ
が
活

躍
。
研
究
者
も

多
く
輩
出
し
、

国
内
外
の
大
学

で
教
育
研
究
に

従
事
し
て
い

る
。戦

後
間
も
な

い
１
９
４
６
年
、
同
学
に

「
ホ
テ
ル
講
座
」
が
開
設
。


年
、
社
会
学
部
産
業
関
係

学
科
に
「
ホ
テ
ル
・
観
光
コ

ー
ス
」
が
開
設
さ
れ
、
翌


年
は
同
コ
ー
ス
が
「
観
光
学

科
」
と
し
て
独
立
。
日
本
初

の
４
年
制
観
光
教
育
・
研
究

機
関
と
な
る
。

年
に
は
観

光
学
科
が
「
観
光
学
部
」
と

し
て
独
立
。
日
本
の
大
学
で

初
め
て「
観
光
」の
文
字
を
冠

し
た
学
部
が
創
設
さ
れ
た
。

以
降
、
ベ
ト
ナ
ム
国
家
大

学
ハ
ノ
イ
人
文
・
社
会
科
学

大
学
（
ベ
ト
ナ
ム
）
、
中
山

大
学
（
中
国
）
、
ラ
オ
ス
国

立
大
学
（
ラ
オ
ス
）
、
マ
ラ

ヤ
大
学
（
マ
レ
ー
シ
ア
）
、

漢
陽
大
学
（
韓
国
）
、
タ
マ

サ
ー
ト
大
学
（
タ
イ
）
、
セ

ン
ト
ラ
ル
フ
ロ
リ
ダ
大
学

（
ア
メ
リ
カ
）
な
ど
、
海
外

の
多
く
の
大
学
と
協
定
を
締

結
し
、
学
生
の
派
遣
、
留
学

生
の
受
け
入
れ
を
積
極
的
に

進
め
て
い
る
。

観
光
学
部
は
「
ビ
ジ
ネ
ス

と
し
て
の
観
光
」
「
地
域
社

会
に
お
け
る
観
光
」
「
文
化

現
象
と
し
て
の
観
光
」
と
い

う
三
つ
の
視
点
か
ら
観
光
を

学
び
、
そ
の
多
様
化
し
た
全

体
像
を
明
ら
か
に
す
る
。

「
観
光
学
科
」
「
交
流
文

化
学
科
」の
２
学
科
で
構
成
。

先
に
示
し
た
三
つ
の
視
点
の

う
ち
、
観
光
学
科
は
主
に
ビ

ジ
ネ
ス
と
し
て
の
観
光
、
交

流
文
化
学
科
は
文
化
現
象
と

し
て
の
観
光
を
学
ぶ
。
地
域

社
会
に
お
け
る
観
光
は
２
学

科
両
方
で
学
べ
る
が
、
観
光

学
科
は「
地
域
づ
く
り
」に
、

交
流
文
化
学
科
は
「
地
域
の

あ
り
よ
う
」
に
そ
れ
ぞ
れ
力

点
を
置
い
て
い
る
の
が
特
徴

だ
。１

年
次
は
学
部
共
通
の
必

修
科
目
「
観
光
学
概
論
」
を

通
じ
て
観
光
学
の
基
本
を
体

系
的
に
身
に
付
け
、
大
学
で

の
学
び
の
ス
タ
ー
ト
を
切

る
。
「
基
礎
演
習
」
で
は
徹

底
し
た
少
人
数
教
育
を
実

施
。
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や

レ
ポ
ー
ト
作
成
を
通
じ
て
、

自
ら
考
え
表
現
す
る
能
力
を

身
に
付
け
る
。

２
年
次
以
降
は
よ
り
専
門

的
な
学
び
に
進
む
。
観
光
学

科
は
「
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
」
と

「
地
域
づ
く
り
」
と
い
う
二

つ
の
柱
か
ら
科
目
を
構
成
。

交
流
文
化
学
科
は
社
会
学
、

人
類
学
、
地
理
学
、
文
学
、

歴
史
学
の
五
つ
の
学
問
領
域

で
構
成
。
専
門
性

の
高
い
講
義
や
演

習
（
ゼ
ミ
）
で
の

指
導
を
通
し
て
、

自
分
な
り
の
問
い

や
テ
ー
マ
を
立
ち

上
げ
て
、
多
様
な

視
点
か
ら
考
察
で

き
る
力
を
養
う
。

授
業
の
一
環
と

し
て
、
多
彩
な
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
職
業
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
を
実
施
。

「
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
」
は
旅
行
、
宿
泊
、
交
通

な
ど
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
わ

る
企
業
や
、
観
光
振
興
・
地

域
づ
く
り
に
取
り
組
む
全
国

各
地
の
自
治
体
、観
光
協
会
、

Ｄ
Ｍ
Ｏ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
実

習
先
で
活
動
を
行
う
。
「
経

団
連
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」

は
日
本
経
済
団
体
連
合
会
と

同
学
部
が
連
携
し
て
実
施
し

て
い
る
ユ
ニ
ー
ク
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
。
実
習
先
は
観
光
に
関

わ
る
事
業
を
展
開
し
て
い
る

企
業
が
中
心
と
な
っ
て
い

る
。観

光
学
を
さ
ら
に
究
め
た

い
学
生
は
立
教
大
学
大
学
院

観
光
学
研
究
科
に
進
む
。
日

本
で
初
め
て
観
光
学
を
専
門

に
研
究
す
る
大
学
院
と
し

て
、

年
に
創
設
。
多
く
の

観
光
研
究
者
を
輩
出
し
て
い

る
。

江
戸
川
大
学
は
千
葉
県
流

山
市
の
駒
木
キ
ャ
ン
パ
ス
で

観
光
教
育
を
行
っ
て
い
る
。

流
山
お
お
た
か
の
森
駅
（
つ

く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
・
東
武

ア
ー
バ
ン
パ
ー
ク
ラ
イ
ン
）

か
ら
無
料
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で

６
分
、
徒
歩
だ
と

分
の
便

利
な
場
所
に
立
地
し
て
い

る
。同

大
の
ル
ー
ツ
は
１
９
３

１
年
設
立
の
城
東
高
等
家
政

女
学
校
。
「
教
養
あ
る
堅
実

な
女
性
の
育
成
」
を
教
育
理

念
と
し
、
そ
の
指
針
と
し
て

「
誠
実
」
「
明
朗
」
「
喜
働

（
き
ど
う
）
」
の
三
つ
を
掲

げ
た
。現
在
、学
校
法
人
江
戸

川
学
園
は
、
１
９
９
０
年
に

開
学
し
た
江
戸
川
大
学
を
は

じ
め
小
・
中
・
高
・
専
門
学

校
の
計
７
校
で
、
約
７
千
人

の
学
生
、生
徒
、児
童
が
学
ぶ

総
合
学
園
と
な
っ
て
い
る
。

江
戸
川
大
学
と
し
て
の
教

育
理
念
は
「
人
間
と
し
て
の

優
し
さ
に
満
ち
、
普
遍
的
な

教
養
と
時
代
が
求
め
る
専
門

性
に
よ
り
社
会
貢
献
で
き
る

人
材
の
育
成
」
。
つ
ま
り

「
人
間
陶
冶
」
を
掲
げ
て
い

る
。
「
情
報
力
を
磨
き
、
国

際
力
を
育
て
る
」
た
め
、
同

大
学
で
は
開
学
以
来
、
学
生

全
員
に
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を

無
償
貸
与
。
ハ
イ
レ
ベ
ル
な

留
学
を
支
援
す
る
奨
学
制
度

「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
も
整
う
。

同
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
「
入
学

時
英
検
２
級
以
上
で
初
年
次

学
費

万
円
減
免
＋
夏
季
海

外
研
修
費
用
免
除
」
「
留
学

費
用
約
３
０
０
万
円
を
大
学

が
全
額
支
給
」
「
帰
国
後
の

学
費

万
円
減
免
」
と
極
め

て
手
厚
い
。

同
大
は
、社
会
学
部（
現
代

社
会
学
科
、人
間
心
理
学
科
、

経
営
社
会
学
科
）
と
メ
デ
ィ

ア
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学

部
（
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
科
、
情
報
文
化
学

科
、
こ
ど
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
科
）
の
２
学
部
６

学
科
制
。
観
光
教
育
は
社
会

学
部
現
代
社
会
学
科
（
定
員


人
）
が
担
っ
て
い
る
。

同
学
科
は
「
観
光
学
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
」「
テ
ー
マ
パ
ー
ク
・

観
光
ま
ち
づ
く
り
学
ゼ
ミ
ナ

ー
ル
」「
文
化
人
類
学
ゼ
ミ
ナ

ー
ル
」
「
民
俗
学
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
」
「
環
境
学
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

（
く
ら
し
と
地
球
環
境
）
」

「
環
境
学
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
（
自

然
共
生
社
会
）
」
「
博
物
館

学
・
文
化
遺
産
学
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
」
「
食
文
化
・
レ
ジ
ャ
ー

学
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
「
ス
ポ
ー

ツ
社
会
学
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
（
競

技
）
」
「
ス
ポ
ー
ル
社
会
学

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
（
公
共
）
」
の


ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を

人
の
教

員
が
担
当
し
て
い
る
。

観
光
学
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
担

当
す
る
学
科
長
の
崎
本
武
志

教
授
は
「
現
代
社
会
学
科
の


ゼ
ミ
ナ
ー
ル
は
全
て
『
観

光
』
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で

繋
が
っ
て
い
ま
す
」と
話
す
。

同
教
授
は
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
出
身
。

日
本
国
際
観
光
学
会
の
会

長
、
鉄
旅
オ
ブ
ザ
イ
ヤ
ー
の

審
査
委
員
も
務
め
て
い
る
。

「
社
会
学
部
現
代
社
会
学

科
で
は
、
社
会
学
を
基
盤
に

し
た
基
礎
的
な
知
識
と
フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
調
査
手
法

を
身
に
つ
け
、
多
様
な
研
究

領
域
か
ら
社
会
の
課
題
解
決

に
ア
プ
ロ
ー
チ
。
『
現
場
で

学
び
、
問
題
に
切
り
込
ん
で

常
識
を
疑
い
、
解
決
策
を
提

示
す
る
』
と
い
う
一
連
の
流

れ
を
重
視
し
て
い
ま
す
。

『
地
域
社
会
（
ヒ
ト
）
』

『
資
源
（
モ
ノ
）
』
『
制
度

（
し
く
み
）
』
と
い
う
三
つ

の
視
点
か
ら
現
代
社
会
を
捉

え
る
力
を
養
う
と
と
も
に
、

実
際
に
現
地
を
訪
れ
て
調
査

研
究
を
行
う
『
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
』
で
、
調
査
力
、
発

見
力
、
考
察
力
、
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
力
、
解
決
力
を
身
に
付

け
ま
す
。
３
年
次
か
ら
は


の
研
究
領
域
か
ら
興
味
関
心

に
あ
っ
た
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
選

択
し
、
自
身
の
研
究
テ
ー
マ

を
探
求
し
て
い
た
だ
き
ま

す
」
（
崎
本
教
授
）
。

各
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
の
取
り

組
み
は
ユ
ニ
ー
ク
だ
。

観
光
学
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
は
、
Ｊ

Ｒ
東
日
本
の
柏
駅
と
連
携
し

て
、
Ｊ
Ｒ
の
駅
を
基
点
に
周

辺
地
域
の
魅
力
を
楽
し
む
イ

ベ
ン
ト
「
駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン

グ
」
に
参
画
。
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
参
加
し
、当
日
の
受
付
、

ス
マ
ホ
ア
プ
リ
の
利
用
方
法

の
案
内
な
ど
も
行
い
、
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ
を
実
践
で
学
ぶ

場
と
も
な
っ
て
い
る
。

「
テ
ー
マ
パ
ー
ク
・
観
光

ま
ち
づ
く
り
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」

は
大
塚
良
治
教
授
が
担
当
。

「
ま
ち
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
を
通
し
て
、
地
域
活
性

化
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て

い
ま
す
。
受
講
生
に
は
地
域

活
性
化
策
を
作
成
し
て
も
ら

い
、
行
政
な
ど
へ
の
提
案
に

つ
な
げ
て
い
ま
す
。
ゼ
ミ
ナ

ー
ル
で
の
学
び
が
地
域
課
題

の
解
決
に
結
び
つ
く
よ
う
努

め
て
い
ま
す
」（
大
塚
教
授
）。

土
屋
薫
教
授
は
「
食
文
化

・
レ
ジ
ャ
ー
学
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
」
を
担
当
。
「
食
の
問
題

は
、
観
光
の
分
野
で
は
カ
リ

ナ
リ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
フ
ー

ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
ガ
ス
ト
ロ

ノ
ミ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
っ

た
言
葉
で
語
ら
れ
ま
す
が
、

『
食
文
化
・
レ
ジ
ャ
ー
学
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
』
は
、
グ
ロ
ー
バ

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
伴
う
マ
ク

ロ
な
視
点
だ
け
で
な
く
、
個

人
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
関

わ
る
ミ
ク
ロ
な
視
点
か
ら

も
、
食
の
問
題
に
焦
点
を
当

て
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

そ
の
意
味
で
は
キ
ッ
チ
ン
カ

ー
や
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
、
間
借

り
営
業
も
対
象
と
し
て
視
野

に
入
れ
て
い
ま
す
」
と
同
ゼ

ミ
の
特
色
を
話
す
。

「
ス
ポ
ー
ツ
社
会
学
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
（
公
共
）
」
担
当
の

野
上
玲
子
講
師
は
２
０
２
３

年
の
同
ゼ
ミ
の
活
動
内
容
に

つ
い
て
「
サ
ッ
カ
ー
や
ラ
グ

ビ
ー
な
ど
の
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ

の
現
場
へ
行
き
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
ス
ポ
ー

ツ
と
社
会
と
の
つ
な
が
り
を

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
し
て
い

る
。昨
年
は
福
島
県
を
訪
れ
、

震
災
直
後
の
Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

の
取
り
組
み
や
、
復
興
に
挑

戦
す
る
企
業
の
方
々
の
話
を

聞
く
こ
と
が
で
き
、
ス
ポ
ー

ツ
の
価
値
を
再
認
識
す
る
実

習
と
な
り
ま
し
た
」
と
振
り

返
る
。

文
化
人
類
学
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

（
川
瀬
由
高
准
教
授
）
で
は

台
湾
に
、
環
境
学
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
（
中
島
慶
二
教
授
・
奥
山

正
樹
教
授
）
で
は
上
高
地
に

そ
れ
ぞ
れ
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
に
行
き
、
学
生
か
ら
も
好

評
を
博
し
て
い
る
。

同
学
科
の
卒
業
生
の
就
職

先
は
、
エ
イ
チ
・
ア
イ
・
エ

ス
、
ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、

リ
ゾ
ー
ト
ト
ラ
ス
ト
、
東
横

イ
ン
、
日
光
・
鬼
怒
川
リ
ゾ

ー
ト
鬼
怒
川
温
泉
山
楽
、
稲

取
赤
尾
ホ
テ
ル
、
伊
東
園
ホ

テ
ル
ズ
、
休
暇
村
協
会
、
グ

リ
ー
ン
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
東
京
エ
ア

ポ
ー
ト
レ
ス
ト
ラ
ン
、
ジ
ャ

ル
ロ
イ
ヤ
ル
ケ
ー
タ
リ
ン

グ
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
、
秩
父
鉄

道
、
東
急
バ
ス
、
リ
ム
ジ
ン

・
パ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
サ
ー
ビ

ス
な
ど
。
観
光
・
観
光
関
連

業
界
へ
確
実
に
人
材
を
輩
出

し
て
い
る
。




